
ゆ鉄塔 （アメ リカ ・テキサス州）

アス トロ ドームの配電鉄塔 は溶融亜鉛

めっきされて おり，周囲の施設 とよ く

調和 して います。
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▲スケ ー トリンク （千葉 県岩井浜）

常時湿度が高いので，鋼構造物 には

全面的に溶融亜鉛 めっ きが採用 され

てお り，メンテナ ンスフ リーが はか

られてい ます。



溶融亜鉛めっきの耐食性

鉄をさびから守る方法 として，溶融亜鉛めっきは防食

性能に優れ，最 も経済的であるとして広い分野で採用さ

れるようにな りました。 しか し，亜鉛めっきの耐食性は

環境や使用条件 によって大 きく変化 しますので，この点

を十分に知 っておくことが大切です。

亜鉛めっきの耐食性

（1）保護作用

亜鉛めっきの表面には，図1の ように緻密なさびの薄

膜が生成 し， この薄膜が強力な保護皮膜 となって，腐食

の進行 をおさえます。

図1亜 鉛の保護作用
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（2）犠性防食作用

亜鉛めっき皮膜になんらかの理由でキズが生 じた場合，

亜鉛はイオン化傾向の差によって溶解 し，鉄の腐食を抑制

するとい う犠性防食作用をそなえています。これを塗装

と比較すると図2の ようになります。

図2亜 鉛の犠性防食作用
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大気中での耐食性

溶融亜鉛めっきの環境別耐用年数 を図3に 示 します。

（本シリーズ第1号 も御参照 ください）

図3亜 鉛付着量と環境別耐用年数
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なお，大気汚染防止が進んだ最近の重工業地帯での耐

用年数は，都市地帯側へ近づ いていると考えられます。

橋梁などの大型鋼構造物は，めっき付着量が多いので，

その耐用年数は数10年 以上であると期待 されます。

水中での耐食性1）2）

水中での耐食性には，図4（a） （b）に示す ように，pH

と水温が大きな影響を与えます。亜鉛めっきが有効な耐

食性を示すのはpH6～12， 水温が50℃ 以下の範囲です。

含有塩類 も多少の影響を及ぼし，軟水中よりもカルシウ

ム塩類 を含有する硬水中の方が腐食の進行は緩やかです。

過剰の炭酸ガスの溶解は腐食速度を増加 します。

この ように亜鉛めっきの水中での耐食性は，水質，水

温な ど種々の要因に影響されるため，一概に耐用年数 を

示すことはできません。種々の要因を勘案 したおおよそ

の腐食速度は，30～100g／m2／年です。
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図4（b） 水溶液温 度 と亜鉛 の腐食
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海 水 中 で の 耐 食 性2）

海 水 中 で の 腐 食 速 度 は ，初 期 に お い て100～200g／m2／ 年

程 度 と思 わ れ ます 。 しか し， 海 水 に1年 以 上 浸 漬 し た後

は， 腐 食 生 成 物 の た め に 腐 食 速 度 は半 減 し ます 。 た だ干

満 帯 や しぶ きの か か るス プ ラ ッシ ュ ゾ ー ンで は ，1，000g

／MZ／年 程 度 とな る こ と も あ るの で， この よ うな場 所 で は，

め っ き面 上 に エ ポ キ シ コー テ ィ ン グな どの 処 理 を施 す 必

要 が あ ります 。

土壌中での耐食性1）

土壌中で腐食を支配する主な要因は，通気性，含水量，

溶存物質の種類 と量，電気伝導度，pHな どです。 また，

埋設後の埋め戻 し状況によっても影響 を受け，土壌 中の

腐食速度は広い範囲でばらつ きます。

最純亜鉛を各種土壌 中に埋設して，調査 した結果，腐

食速度は粘土，砂利，堆肥などの土質によって大 きな差

があり，30～210g／M2／年 とばらついています。
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